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平成28年度繊維学会主要行事予定

一般社団法人 繊維学会平成 28年度通常総会（議事録）

繊維学会 第 668 回（臨時）理事会議事録（抜粋）

複写される方へ

1. 日 時 平成 28 年 6 月 8 日㈬ 13 : 40～14 : 15
2. 場 所 タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀）5 階小ホール
3. 総会の出席者数（75）名、委任状提出者数（674）名、総正会員数（1,309 名）

定款第 20 条に定める定足数を満たしている。
4. 議 事 第 1 号議案 平成 27 年度事業報告承認の件

異議なく承認された。
第 2 号議案 平成 27 年度決算報告承認の件

異議なく承認された。
第 3 号議案 平成 28・29 年度理事選任の件（30 名）

原案通り、異議なく承認された。
第 4 号議案 平成 28・29 年度監事選任の件（3 名）

原案通り、異議なく承認された。
第 5 号議案 名誉会員推挙の件

梶原莞爾氏が名誉会員に推挙され、承認された。
報告事項 平成 27 年度公益目的支出計画実施報告書の概要説明があった。

繊維学会誌のリニューアルに関する報告があった。

Ⅰ. 日 時 平成 28 年 6 月 8 日㈬ 14 : 20~14 : 40
Ⅱ. 場 所 タワーホール船堀 402 号室
Ⅲ. 理事総数 30 名の内、出席者 21 名、定款 36 条による定足数を満たしているので、本理事会の決議は有効

に成立した。
Ⅳ. 議 事

1. 会長、副会長の選任
平成 28 年 1 月 23 日に開催された役員選考委員会で選出された次期会長候補者案及び副会長推薦案
が提案され、異議なく、満場一致で承認された。

会 長：鞠谷雄士氏
副会長：木村邦生氏、荻野賢司氏、青山雅俊氏

2. その他
出席している理事並びに監事夫々の紹介が行われた。

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

平成 28 年度 秋季研究発表会 平成28年 9 月20日㈫、21日㈬ 山形大学工学部（米沢市）

繊維の応用講座 平成28年11月25日㈮

東京工業大学（大田区大岡山）
西 9 号館コラボレーション
ルーム
http : //www.dst.titech.ac.jp
/outline/facility/hall.html

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人
日本複製権センターと包括複写許諾契約を締結されて
いる企業の方でない限り、著作権者から複写権等の行使
の委託を受けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（一社）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618、FAX : 03－3475－5619
E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直
接本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡し
てください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone：1－978－750－8400 FAX：1－978－646－8600
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平成28年度繊維学会秋季研究発表会
研究発表会・ポスター発表参加募集および参加要領

1. 主 催：繊維学会

2. 日 時：平成 28 年 9 月 20 日㈫～21 日㈬ 2 日間
（ポスター発表は第 53 回染色化学討論会と合同）

3. 場 所：山形大学 米沢キャンパス
（〒992－8510 山形県米沢市城南 4－3－16）
JR 米沢駅より市民バスで 20 分、タクシーで 15 分。車での
来場はご遠慮ください（交通案内の詳細は以下のページをご
覧ください）。
http : //www2.yz.yamagata-u.ac.jp/access/

4. 特別講演
「ものづくり」そして「ことづくり」

オリエンタルカーペット㈱ 渡辺博明
「構造タンパク質による素材革命」

Spiber ㈱ 菅原潤一

5. 研究発表会
下記のセッションを予定しています。
1. 繊維・高分子材料の創製
2. 繊維・高分子材料の機能（オプティクス・フォトニクス、接着・界面/表面機能）
3. 繊維・高分子材料の物理・ソフトマテリアルの物理
4. 成形・加工・紡糸 （ナノファイバー、繊維・フィルム、複合材料・多孔体）
5. 天然繊維・生体高分子（紙・パルプ、天然材料・ナノファイバー、バイオポリマー、生分解性材料）
6. バイオ・メディカルマテリアル
7. テキスタイルサイエンス

6. 第 53 回染色化学討論会
主 催：繊維学会 染色研究委員会

日時、会場、懇親会は秋季研究発表会と同一です。ポスター発表は染色化学討論会と秋季研究発表会の合同で行
います。染色化学討論会に参加ご希望の方は、繊維学会秋季研究発表会にご登録ください。染色化学討論会のみの
参加ご希望の方には染色化学討論会要旨集代が含まれます。繊維学会秋季研究発表会予稿集と染色化学討論会要旨
集の両方をご希望の方は、追加予稿集代として 2,000 円をお支払いください。詳細は染色化学討論会のホームペー
ジをご覧ください。

7. 参加登録申し込み方法並びに申し込み締切
・参加登録申し込みは、学会ホームページの 参加申込フォーム からお願いします。
・事前参加登録申し込み締切：平成 28 年８月２6 日㈮

8. 懇親会
9 月 20 日㈫夕方「上杉城史苑」（http : //www.uesugijoshien.jp/）にて開催します。
詳細は秋季研究発表会のホームページをご覧ください。
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9. 参加登録費・懇親会費
参加登録費：

懇親会費：

参加登録費、懇親会費の振込先
送金方法： 1. 現金書留 : 〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人 繊維学会 平成 28 年度繊維学会秋季研究発表会係
2. 銀行振込 : 三菱東京 UFJ 銀行 目黒駅前支店 普通口座 4287837

（加入者名）一般社団法人 繊維学会
3. 郵便振替 : 口座番号 00160－9－756624

（加入者名）一般社団法人 繊維学会秋季研究発表会

10. 問い合わせ先
本研究発表会に関してご不明な点がありましたら次のアドレス（autumn2016@fiber.or.jp）までメールでお問い合

わせください。

平成 28年度繊維学会秋季研究発表会実行委員会
実行委員長：伊藤浩志（山形大）
実行副委員長：西岡昭博（山形大学）、松葉 豪（山形大学）
実行委員：岡田修司（山形大学）、東原知哉（山形大学）、香田智則（山形大学）、杉本昌隆（山形大学）、前山勝也

（山形大学）、宮田 剣（山形大学）、西辻祥太郎（山形大学）、福島和樹（山形大学）、浦木康光（北海道大学）、
澤田英夫（弘前大学）、大石好行（岩手大学）、寺境光俊（秋田大学）、及川英俊（東北大学）、正田晋一郎

（東北大学）、佐藤貴哉（鶴岡工業高等専門学校）、根本修克（日本大学）、井上真理（神戸大学）、松本英俊
（東京工業大学）、宝田 亘（東京工業大学）、安永秀計（京都工芸繊維大学）、平田充弘（山形県工業技術
センター）菅原潤一（Spiber）、神山統光（帝人）、坂 渉（花王）、青山雅俊（東レ）、村瀬浩貴（共立女子大）、
山本 洋（三菱レイヨン）、田中次郎（クラレ）

注）1. 参加登録費には、学会予稿集 1 冊が含まれます。
2. 予稿集の事前送付はいたしませんので御了承ください。
3. 懇親会のみに参加される方は、懇親会費のみを御送金ください。

繊維学会 正会員
維持・賛助会員
協賛学・協会員

非会員 繊維学会
学生会員 学生非会員

事前登録 8,000 円 15,000 円 3,000 円 6,000 円
参加登録 10,000 円 18,000 円 5,000 円 8,000 円

繊維学会 正会員
維持・賛助会員
協賛学・協会員

非会員 繊維学会
学生会員 学生非会員

事前登録 7,000 円 7,000 円 7,000 円 7,000 円
参加登録 8,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円
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平成28年度繊維学会各賞授賞候補者募集
当学会では、功績賞、学会賞、技術賞、論文賞、奨励賞、紙・パルプ論文賞を設け、一般会員より広く推薦（応

募）を求めています。平成 28 年度も例年通り、各賞の表彰を行いたく受賞候補者の推薦または応募を頂きますよう
お願い申し上げます。なお、論文賞は、一般公募をせず、論文賞選考委員によりその年の繊維学会論文誌（JFST）
に掲載されました論文から選考されます。

推薦（応募）書類は、下記の所属支部長または学会事務局へ期限までに提出をお願いします。
・推薦（応募）書類はホームページ http : //www.fiber.or.jp/の学会賞に掲示してありますので、ダウンロードし

てご利用ください。
・会員（維持会員、賛助会員を含む）は受賞候補者の資格を有し、自薦・他薦を問わない。
・推薦（応募）書類の提出期限は平成 28 年 12 月 25 日㈰迄です。
・歴代受賞者はホームページ http : //www.fiber.or.jp/に掲載しています。
1. 繊維学会功績賞
① 対象：原則として、受賞年（平成 29 年）の 4 月 1 日において満 60 歳以上の本会会員で、多年にわたり繊維学

会の発展に顕著な業績をあげた者、または繊維科学あるいは繊維工業の発展に優れた業績をあげた者。
② 表彰の件数：原則、5 件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
2. 繊維学会賞
① 対象：原則として、受賞年（平成 29 年）の 4 月 1 日において満 51 歳未満の本会会員で、繊維科学について独

創的で優秀な研究を行い、さらに研究の発展が期待される研究者。
② 表彰の件数：原則、2 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
3. 技術賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維に関する技術について、優秀な研究、発明または開発を行

い、繊維工業の発展に貢献した個人またはグループ。
② 表彰の件数：原則として、技術部門 3 件以内、市場部門 1 件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
4. 論文賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維科学および繊維技術に関し、その年（平成 28 年 1 月号～12

月号）の本会論文誌（JFST）に論文を発表した研究者。
② 表彰の件数：3 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
5. 奨励賞
① 対象：原則として、受賞年（平成 29 年）の 4 月 1 日において満 36 歳未満の本会会員で、繊維科学もしくは繊

維技術について優秀な研究を行い、今後も継続して期待ができる新進気鋭の研究者。
② 表彰の件数：原則として、3 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
6. 紙・パルプ論文賞（事前に事務局へお問い合わせください）
① 対象：原則として、受賞年（平成 29 年）の 4 月 1 日において満 40 歳未満の本会会員で、過去 5 年間に本会論

文誌（JFST）に論文 2 編以上を発表した新進気鋭の研究者。
② 推薦（応募）書類は、学会事務局へ期限までに提出をお願いします。
③ 表彰の件数：原則として、1 件以内。
④ 表彰状、賞牌および副賞の授与。

問合せ先
本部 一般社団法人 繊維学会事務局

〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEl : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp

支部名 支部長名 所 在 地 TEL & E-mail

東北・北海道支部 伊藤 浩志 〒992－8510 山形県米沢市城南 4－3－16
山形大学大学院 有機材料システム研究科

0236－26－3081
ihiroshi@yz.yamagata-u.ac.jp

関 東 支 部 岩田 忠久 〒113－8657 東京都文京区弥生 1－1－1
東京大学大学院 農学生命科学研究科

03－5841－5266
atiwata@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

東 海 支 部 仲井 朝美 〒501－1193 岐阜県岐阜市柳戸 1－1
岐阜大学 工学部 機械工学科

058－293－2400
nakai@gifu-u.ac.jp

北 陸 支 部 末 信一朗 〒910－8507 福井県福井市文京 3－9－1
福井大学大学院 工学研究科

0776－27－8914
suyeb10@u-fukui.ac.jp

関 西 支 部 浦川 宏 〒606－8585 京都府京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
京都工芸繊維大学 繊維学系

075－724－7567
urakawa@kit.jp

西 部 支 部 田中 敬二 〒819－0395 福岡県福岡市西区元岡 744
九州大学大学院 工学研究院 応用化学部門

092－802－2878
k-tanaka@cstf.kyushu-u.ac.jp
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繊維学会「繊維の応用講座」
Beauty &Wellness 美容と健康のガイダンス

日 時：平成 28 年 11 月 25 日㈮ 9 : 30～17 : 30
場 所：東京工業大学

西 9 号館コラボレーションルーム
http : //www.dst.titech.ac.jp/outline/facility/
hall.html

プログラム：
1）体・脳・心の健康と衣食住 ～新規機能性研究者

から見える未来～ 早稲田大学 矢澤一良
2）皮膚科学（皮膚の構造、機能、簡易計測、肌質分類）

～化粧品メーカーが発信する伝わる美容情報～
（仮） 花王㈱ 今井健雄

3）美しくなるための機能性素材
～繊維を出発原料とする化粧品の機能性素材につ

いて～ ㈱コーセー 荻野 亮
4）美容繊維とシルクの可能性

信州大学 玉田 靖
5）美術解剖学から見た身体美

～健康で美しいからだとは～
東京芸術大学 宮永美知代

6）ライザップ式身体美のつくり方
～運動から食事、下着衣料まで～（仮）

RAIZAP ㈱ 菅野翔太
講演会終了後に、講師を交えた簡単な交流会を予定

しています。
＊詳細な内容が決まりましたら、学会ホームページ及

び学会誌に会告文を掲載します。

――――――――――――――――――――――――

第184回被服科学研究委員会

主 催：被服科学研究委員会
日 時：平成 28 年 10 月 21 日㈮ 16 : 20～17 : 50
場 所：大妻女子大学 千代田校舎 F 棟 6 階

644 教室（東京都千代田区三番町 12）
講 演：「炭素繊維－炭素繊維を超える材料を開発で

きるのか－」
早稲田大学理工学術院
基幹理工学部機械科学・航空学科 川田宏之

参加費：無料
交流会：委員会終了後、参加者の交流会を予定してい

ます。（会費：4,000 円予定）
申込＆連絡先：大妻女子大学 平井郁子

TEL&FAX : 03－5276－6022
E-mail : i-hirai@otsuma.ac.jp

成形加工シンポジア’16（仙台・宮城）
第24回プラスチック成形加工学会

秋季大会
「モノづくり人づくり、成形加工の伊達な未来」

主 催：（一社）プラスチック成形加工学会
日 時：平成 28 年 10 月 26 日㈬、27 日㈭
場 所：仙台国際センター

（仙台市青葉区青葉山無番地）
プログラム：

特別講演 1 件、特別セッションⅠ～Ⅴ、
ポスターセッション、一般セッション（12 分野）

講演申込＆秋季大会に関する問い合わせ先：
第 24 回プラスチック成形加工学会秋季大会

（成形加工シンポジア’16）
実行委員会 E-mail : sympo2016@jspp.or.jp

――――――――――――――――――――――――

第55回機能紙研究発表・講演会・
交流会並びに見学会

主 催：特定非営利活動法人機能紙研究会
日 時：平成 28 年 10 月 12 日㈬
場 所：岐阜県、じゅうろくプラザ（岐阜市）
プログラム：研究発表、講演会、ポスター研究発表、

新製品展示会、交流会、見学会
紙から作製するシート状炭素を用いた電池電極材

料の開発
岐阜県専業技術センター 関 範雄

ザイクセン並びに水系エマルジョンの機能紙への
展開及びその応用 住友精化㈱ 安井慶宜

リコー新規事業創出を目指した技術経営戦略
リコー㈱ 坂上好功

セルロースナノファイバーによる新産業創生
東京大学 磯貝 明

セルロースナノファイバーの製造技術と応用展開
王子ホールディングス㈱ 梶田圭一

Pickering emulsion を用いた水系でのナノセル
ロース/疎水性高分子複合化技術

森林総合研究所 藤澤秀次
機能性段ボールの開発と用途展開

レンゴー㈱ 所 のぞみ
不連続炭素繊維の活用－中小企業のものづくりに

CFRP を活用するために 岐阜大学 三宅卓志
印刷と紙を活用したエレクトロニクスとセンサー

開発 筑波大学 江前敏晴
問合せ先：特定非営利活動法人機能紙研究会

事務局（森川・紀伊）
TEL : 0896－58－2055
E-mail : kinoushi@e-kami.or.jp
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第47回中部化学関係学協会
支部連合秋季大会

主 催：中部関係学協会支部連合協議会
共 催：繊維学会東海支部
日 時：平成 28 年 11 月 5 日㈯、6 日㈰
場 所：豊橋技術科学大学（豊橋市天伯町雲雀ケ丘1－1）
プログラム：

総合講演
日本化学会会長、中部大学
分子性触媒研究センター長 山本 尚

豊橋技術科学大学学長、
日本学術会議会長 大西 隆

一般研究発表の講演分野 高分子化学（繊維、ゴム、
接着を含む）他
詳細は大会ホームページ http : //www.c-goudou.
org/chukaren47 をご覧ください。

問合せ先：豊橋技術科学大学 環境・生命工学系
松本明彦
E-mail : chukaren47@ens.tut.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第48回洗浄に関するシンポジウム

主 催：日本油化学会 洗浄・洗剤部会
日 時：平成 28 年 11 月 10 日㈭、11 日㈮
場 所：タワーホール船堀 5 階 小ホール

（東京都江戸川区船堀 4－1－1）
プログラム：特集「衣料の快適と清潔」、一般講演お

よびオリジナルレポート
問合せ先：ライオン㈱機能科学研究所 兵藤 亮

（東京都江戸川区平井 7－2－1）
FAX : 03－3616－5376
E-mail : senjou-senzai@senjou-senzai.sakura.ne.jp

――――――――――――――――――――――――

第37回日本熱物性シンポジウム

主 催：日本熱物性学会
日 時：平成 28 年 11 月 28 日㈪～30 日㈬
場 所：岡山国際交流センター

（岡山市北区奉還町 2－2－1）

プログラム：
詳細についてはホームページ http : //jstp2016.
ss.oka-pu.ac.jp/をご参照ください。

問合せ先：日本熱物性学会事務局
東北大学流体科学研究所 分子熱流研究分
野内（仙台市青葉区片平 2－1－1）
TEL&FAX : 022－217－5277
E-mail : jstp@micoheat.ifs.tohoku.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第57回秋季ゴム技術講習会
「実務に活かすゴム材料の管理、設計手法」

主 催：（一社）日本ゴム協会関東支部
日 時：平成 28 年 11 月 10 日㈭、11 日㈮
場 所：東京電業会館 地下ホール

（東京都港区元赤坂 1－7－8）
プログラム：

詳細はホームページ http : //www.srij.or.jp/を参
照ください。

問合せ先：（一社）日本ゴム協会関東支部 秋季ゴム技
術講習会係
TEL : 03－3401－2957
E-mail : srij.kanto@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――

第229回 ゴム技術シンポジウム
「ゴム・エラストマー材料の劣化評価」
～各種分析機器による劣化解析事例～

主 催：（一社）日本ゴム協会 研究部会
分析研究分科会

日 時：平成 28 年 11 月 15 日㈫ 10 : 00～16 : 40
場 所：東京電業会館

地下ホール（東京都港区元赤坂 1－7－8）
プログラム：詳細はホームページ http : //www.srij.

or.jp/を参照ください。
問合せ先：（一社）日本ゴム協会（担当：小松）

E-mail : komatsu@srij.or.jp
東京都港区元赤坂 1－5－26 東部ビル 1 階
TEL : 03－3401－2957
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入会のご案内

皆様のお知り合いで当学会に入会を希望される方はいらっしゃいませんか。

ご入会の申し込みについて
1. ホームページから「入会のご案内（申込み用紙）」をダウンロードしてご記入の上、当学会事務局宛

へお送りください。
送り先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人 繊維学会 TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260
ホームページ：http : //www.fiber.or.jp/ E-mail : office@fiber.or.jp

2. 会員の種類
個人正会員 繊維に関連ある学理とその応用に関して相当の学識または経験を有するもので本会の

趣旨に賛同される方
学 生 会 員 大学（大学院、短期大学含む）、高等専門学校などの学生で、繊維および関連の学科・

技術に興味をもつ学生とする。
維 持 会 員 繊維に関連ある団体、又は個人で、この法人の目的を賛助し、この法人の維持に協力

をするものとする。
賛 助 会 員 繊維に関連ある団体、又は個人で、この法人の目的を賛助するものとする。

3. 会員の特典
ご入会いただきますと次のような特典があります。
・「繊維学会誌」（月刊の機関誌）を毎号お届けします。
（学生会員には原則として電子媒体にて送付し、希望者のみに冊子配付をしています）

・繊維学会の本部主催の行事、年次大会/夏季セミナー/秋季研究発表会/繊維基礎講座/繊維の応用
講座/最新の繊維技術レビュー講演会に割引料金にてご参加いただけます。

・維持会員と賛助会員には毎月、海外ニュースレター（海外業界専門誌の記事情報の和文案内）を電
子媒体にて送付します。

・年 1 回（通常は 6 月）総会にご参画いただき、ご要望を学会運営に反映できます。

4. 入会手続き
入会申込書が届き次第、入会月の学会誌、定款、会費納入案内書をご送付申し上げますので会費の
納入をお願いします。

5. 会員の会費は次の通りです。入会金は不要です。会費は非課税扱いとなります。
個人正会員：会費（年額） 9,600 円
学 生 会 員：会費（年額） 3,600 円
維 持 会 員：会費（年額） 210,000 円
賛 助 会 員：会費（年額） 70,000 円

6. 購買法人会員（学会誌の年間購読法人会員） 30,000 円（消費税込み）。
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